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《2014年度第 2回例会（総 61回）：2014年 12月 6日(土) 於：大正大学》

（Ⅰ）出土文字資料からみる国家と社会

椎名 一雄（大正大学文学部非常勤講師）

『嶽麓書院蔵秦簡』（参）（朱漢民・陳松長主編、上海辞書出版社、2013 年）は、戦国
秦末期頃の裁判内容が反映されていると言われる。本報告で取り上げる案例７には、遺

産相続の争いに関連して郷里社会における人間関係や婚姻成立の背景など豊富な内容が

所載されている。

まず注目したのは、遺産相続のトラブルが係争の背景にあるものの、裁判の端緒とな

る〝告〟の内容が分与の裁定を国家に求めるものではなく、当事者たちの律令違反を暴

く点である。また前漢初期の律令を所載する『二年律令』の戸律（334～ 336簡）には、
先令券書（遺言）がなければ、たとえ相続争いが発生しても国家は遺産分与に関与しな

いと思われる記述が存在することを指摘した。そして、本来的に争いごとを収める傾向

にある律令条文において、相続争いに関与しないのは〝なぜ〟との疑問を出発点とした。

次に、相続にも関連する財物を〝利〟として捉え、『荘子』『孟子』『韓非子』や『商

君書』『呂氏春秋』などを使用し、道・儒・法すべてが「人間の行動原理は利益追求で

ある」と認識していることを確認した。また、戦国末秦の律令関連文書『睡虎地秦簡』

などに所載される褒賞や罰則規定が、人間の利益追求心を利用した表現であることを述

べた。その上で、『嶽麓秦簡』案例７のような遺産相続の分与に直接関与しない国家と、

その影響から生まれる郷里社会内の不協和と別の犯罪行為を問題とした裁判への発展

は、犯罪隠匿などを惹起する不必要な郷里社会の結合を解くため、人間の利益追求心を

利用した国家による郷里社会へのアプローチの一端であった、と推察した。

加えて、『風俗通義』や『後漢書』『唐令拾遺』などから、時代を経るにつれ現れる郷

里社会の族化傾向と均分相続の関係や、財産分与への国家関与の存在を指摘して、郷里
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社会や支配形態の変容についても言及した。

（Ⅱ）陰陽五行説の成り立ち試論－十干十二支・数字卦・清華簡『筮法』を

用いて－

大野 裕司（福山大学非常勤講師）

本報告は、これまでの陰陽五行説研究を総括した上で、李学勤・李零両氏による術数

文献および数字卦が重要であるという指摘を受けて、数字卦に関する纏まった記述を有

する唯一の新出資料である清華簡『筮法』を用いて陰陽五行説の成り立ちを探るもの。

大きく前半と後半の二部に分かれる。

前半では『筮法』が占術として如何なる構造を有するのかを探る。結論を纏めれば以

下の通り。清華簡『筮法』は、４つの卦画（三爻から成る卦画つまり八卦）の卦象およ

び卦象間の関係性から未来の吉凶を判断する占いの書籍である。先行研究では、『筮法』

は『周易』説卦伝の占法に類似すると考えられていた。説卦伝は、世界の事物を八種に

分類して八卦に割り当てる八元論による占いである。しかし、本報告の考察によって、

『筮法』は、説卦伝のような八元論だけではなく、八卦による八元論に、当時すでに別

の占い理論として存在していた二元論（奇偶・妻夫・左右・牝牡・男女・昭穆・陰陽）、

四元論（四正卦・木火金水・四季・四方・四色）、十元論（十干）、十二元論（十二支）

を組み合わせた多重構造になっていることが明らかになった。

後半では、どうしてそのような既存の占い理論を組み合わせる必要があったのか、ど

のようにしてそのような占いが成立したのか、を探ることを通して、陰陽五行説つまり

二元論と五元論の組み合わせの成立についての仮説を提出した。その方法としては、ま

ず、張光直氏による殷代礼制の二分化現象、つまり十干廟号が昭・穆に二分される胞族

（半族・支族）から成るという仮説を紹介し、ここから殷周時代の甲骨・青銅器・陶器

に記された数字卦においても二元論等が想定されていたと考えた。次に、未開社会にお

ける胞族と氏族によるトーテミズム制度に見える分類観念と中国における陰陽、四方、

五行、八卦、十二生肖等の分類観念との類似から陰陽五行説の成り立ちを考察したデュ

ルケム『分類の未開形態』（1903 年）およびレヴィ＝ブリュル『未開社会の思惟』（1910
年）を紹介し（かかる考察は梁啓超「陰陽五行説之来歴」1923 年よりも早い）、以上の
説を踏まえて、殷代二元論から『筮法』の多重分類観が発生するまでの過程≒陰陽五行

説の発生過程を推測した。

（Ⅲ）馬王堆帛畫所見的尸解信仰

姜 生（四川大学文化科技协同创新研发中心主任）

漢代的信仰主體是什麼？過去，史家往往從戰國漢初的方仙道、黃老道旋即引向東漢

末年天師道的創立。其間兩百多年之情形，多被略過了，而漢初方仙道、黃老道亦難識究

竟。
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然而以馬王堆為突破口的兩漢墓葬信仰研究，可望解決這一問題。

漢墓畫像符號系統隱含著以死後生命轉化成仙為核心主題的思想邏輯。馬王堆一號漢

墓T形帛畫所繪九日，可從道教文獻所傳遞的“九天開則九日俱明於東方”信仰獲證；帛

畫與整個墓葬一起表達著被漢初“道者”重構的尸解成仙信仰。T形帛畫相當完整地保存

了漢初墓葬儀式中的尸解成仙信仰；畫面由下而上分別表達著墓主人死後得蓬萊神藥、受

道書飲玉漿、登昆侖、上九天、變形而仙等生命轉換過程的不同階段，其終極目標是至善

至美的九天仙境。帛畫確然內含著龐雜的神話與思想元素，同時也蘊含著神奇的消化昇華

能力。

漢初“道者”群體是跨接神仙方術與黃老道之新信仰體系的構築者和主張者。这一信

仰体系综合山海文化、融汇区域传统，而以尸解信仰为宗旨，形成新的宗教形态。

馬王堆證明，由死到仙的生命轉換乃是漢墓的最高宗旨；墓葬作為中間環節在這種轉

換過程中被賦予獨特的功能，其物理－文化構件是架設和表達這一過程的話語符號。漢墓

接受戰國以來的尸解信仰作為終極意義的實現方式，以黃老道為思想詮釋系統，兩相融合，

形成新信仰體系，於是過去至為簡單的“形解銷化之術”被超越，“得道”成為“成仙”

的前提，死後生命轉換邏輯在更高的層面得到完善，形成較之戰國燕齊尸解信仰更為豐富

完善的思想基礎。作為尸解信仰的墓葬實例，馬王堆是漢初“因陰陽之大順、采儒墨之善

”的“道者”群體之神仙信仰的符號化表達。劉安及其淮南學派則在思想理論上系統地論

證了這一宗教信仰體系。兩漢人生價值－意義系統和宗教信仰體系的最重要基礎由此形成，

歷經漲落而綿延不絕。

《新刊紹介》

（Ⅰ）湯浅邦弘著『竹簡学―中国古代思想の探究―』

（大阪大学出版会、2014年５月、348頁、5,616円）
著者は、大阪大学大学院文学研究科教授であり、中国古代兵学の研究や戦国楚簡等の

出土資料を用いた思想史の研究で知られる。本書は、2006 年から 2013 年にかけて発表
された著者の論文 14篇・書評１篇と本書初出の論文１篇が基になっている。「はじめに」
「おわりに」「索引」をのぞくと、構成は以下のとおりである。

第一部 儒家思想と古聖王の伝承

序 章 中国新出土文献研究の歴史と展開

第一章 戦国楚簡と儒家思想―「君子」の意味―

第二章 上博楚簡『顏淵問於孔子』と儒家系文献形成史

第三章 上博楚簡『舉治王天下』の古聖王伝承

第四章 太姒の夢と文王の訓戒―清華簡「程寤」―

第二部 王者の記録と教戒―楚王故事研究―
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序 章 上博楚簡と楚王の故事

第一章 『荘王既成』の「予言」

第二章 『申公臣霊王』―霊王の「簒奪」―

第三章 『平王與王子木』―太子の知性―

第四章 『平王問鄭壽』―諫言と予言―

第五章 『昭王毀室』における父母の合葬

第六章 『君人者何必安哉』―教戒書としての意義―

第三部 新出秦簡・漢簡に見る思想史

序 章 新たな秦簡・漢簡の発見

第一章 岳麓秦簡『占夢書』の構造と思想

第二章 銀雀山漢簡「論政論兵之類」考釈

第三章 興軍の時―銀雀山漢簡「起師」―

第四章 先秦兵学の展開―『銀雀山漢墓竹簡［貳］』を手がかりとして―

第五章 北京大学蔵西漢竹書『老子』の特質

附録 書評 陳偉等著『楚地出土戦国簡冊［十四種］』

各章の題目からも分かるとおり、本書では、近年注目される上博楚簡・清華簡・岳麓

秦簡・銀雀山漢簡・北京大学竹簡が考察の対象とされている。特に第三部第二章・第三

章・第四章は、著者がかつて上梓した『中国古代軍事思想史の研究』（研文出版、1999
年 10 月）、『戦いの神―中国古代兵学の展開―』（研文出版、2007 年 10 月）等に続く、
著者ならではの中国古代兵学研究となっている。

インパクトのある「竹簡学」という書名は、竹簡を無視しては中国古代思想研究を到

底進めることができない今日の情況の中で、木簡に比べて認知度の低い竹簡を研究対象

とする研究者が少ないこと、ひいては将来の中国思想史研究の衰退を懸念した著者の危

機感から名付けられたものである（「おわりに」340頁）。
なお、「はじめに」に都合 19 頁にわたって掲載される「竹簡学用語解説」が有益であ

る。

（執筆：井ノ口哲也）

（Ⅱ）竹田健二著『先秦思想与出土文献研究』

（花木蘭文化出版社、2014年 9月、155頁）
著者がこれまでに日本語で発表してきた出土文献に関する主要な研究成果十一篇を中

国語に翻訳し、「気思想的研究」、「郭店楚簡和上博楚簡的研究」、「出土竹簡的形制及契

口以及劃線的研究」の三部構成にしてまとめたものである。湯浅邦弘『中国出土文献研

究―上博楚簡与銀雀山漢簡』（2012 年）、福田哲之『戦国秦漢簡牘叢考』（2013 年）に引
き続いて、中国出土文献研究会（旧戦国楚簡研究会）の研究成果を海外に発信するもの

で、ともに同出版社の古典文献研究輯刊シリーズの一冊である。訳者によって訳文の水
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準にばらつきがあり、中国語として解し難い部分が含まれているのが惜しまれるものの、

日本語で書かれた論文が中国語圏で黙殺されている現状を打破しようとする意欲的な試

みである。特に第三部の劃線に関する論考などは、近年のホットな話題に関するもので

あり、中国語圏の研究者の高い関心を呼ぶものと思われる。

（執筆：末永高康）

（Ⅲ）張徳芳著『敦煌馬圏湾漢簡集釈』

（甘粛文化出版社、2013年 12月、700頁、1,500元）
本書は、同氏が主編を務める『甘粛秦漢簡牘集釈叢書』シリーズの一冊をなす。同シ

リーズは、甘粛省で過去に出土した簡牘について、最新の技術と知見に基づき作成した

カラー図版・赤外線写真・釈読・注解を提示するものであり、対象は天水放馬灘秦簡・

武威漢簡・敦煌馬圏湾漢簡・居延新簡である（武威漢簡・居延新簡は待刊）。周知の通

り、甘粛省における簡牘類の発掘研究は、長江流域など他地域に比べると極めて重厚な

歴史を持つ。しかし簡牘に対する研究が質量ともに急激に進展したのは、その後発組が

爆発的な勢いで出土して新史料に関する情報量が急増し、かつ中国の経済発展・技術革

新と相まって史料に対する高度な分析が可能になって以降のことである。従ってそれ以

前に提出された成果については、現在の研究水準の中で改めて位置づけ直す必要があり、

既出簡牘に対し最新の科学技術を用いて分析した結果が公開されることは大変重要であ

る。本シリーズの刊行に加え、『肩水金関漢簡』（中西書局、2011 ～ 13 年）などの成果
もあり、所謂「敦煌漢簡」「居延漢簡」を中心とする西北地方の既出簡牘の大部分は本

世紀の精度で研究することが可能になった。これを利用した新たな研究成果の提示が期

待されるところである。

（Ⅳ）張懋鎔『古文字与青銅器論集（第四輯）』

（科学出版社、2014年 4月、221頁、128元）
著者の張懋鎔氏は陝西師範大学教授である。同氏の４冊目の論文集となる本書は、前

３冊と同様、青銅器とその銘文の研究を中心に考古学・古文字学・先秦史学に亘る論考

28 本を集成したものである。全体は四部分に分かれ、それぞれ「壹 古文字考釈」「貳

新出青銅器研究」「参 青銅器綜合研究」「肆 理論与方法探微」と題されている。こ

のうち壹～参は同氏の過去の論文集全てに共通するパートであり、肆以下では各冊独自

にテーマを立てて論考を括っている。今回は青銅器の理論と方法を扱った論考が多かっ

たのでこのパートを設けたとのことで、そこにはかの「夏商周断代工程」における西周

紀年研究の回顧と総括なども含まれる。個々の青銅器とその銘文に対する微に入り細を

穿った研究も重要であることは論を俟たないが、やはりそれらを総合し歴史を俯瞰する

ような研究こそ大家には相応しく、本書所収の論考にはその期待に応える内容が多数含

まれている。

（執筆：高津純也）
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○お詫び

本会報第 56号（2014年 7月発行）の「新刊紹介」欄に掲載いたしました、
『戰國竹書論集』（上海古籍出版社、2013年 12月、465頁、98元）

の著者名を「劉釗」氏と誤って紹介しました。正しくは「陳剣」氏です。お詫びして訂

正いたします。

《学会彙報》

○例会委員会より

・2014 年度第 2 回例会（総 61 回）が、2014 年 12 月 6 日（土）、大正大学を会場に開
催された。

○広報委員会より

本会のホームページ（http://www.shutsudo.jp/）は、グーグル等の検索エンジンから「中
国出土資料学会」で検索してもすぐに見つかります。

○ＨＰ委員会より

中国出土資料学会専用ドメイン（http://www.shutsudo.jp/）取得に伴い、
①事務局用メールアドレスが変更になります。

office@shutsudo.jp
②会員を対象にご希望のメールアドレスを発行します。

メールアドレス発行ご希望の方は、

*****@shutsudo.jp となりますので、
*****部分を第２希望までご準備のうえ、
web@shutsudo.jpまでご連絡ください。

○会報委員会より

・2012 年 7 月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」
が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）か
ら同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の

定めるところにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲載の利

用申請書をダウンロードして事務局まで申請してください。

・年１回発行の雑誌『中國出土資料研究』が学問的成果を会員諸氏にとどまらず広く

内外の研究者に提供することを目的としているのに対し、年３回、例会・大会開催時

に合わせて発行される『会報』は新しい学術情報をできるだけ早く会員諸氏に提供す

ることを目的として編集されています。しかし編集委員会単独ではなかなか十分な最
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新情報を入手することが容易ではありません。

どうか会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報編集委

員会に原稿の提供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模様、

学会参加記、新刊紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれば何でも結

構です。

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお

送りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿

をお待ちしております。

○機関誌委員会より

（１）『中國出土資料研究』第 20号の締切について
2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10 日開

催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 20 号の投
稿締切日は、2015年 12月末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中國出土資料研究』原稿送付先について

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。

新刊書のお知らせ

・このたび本学会では、

『地下からの贈り物 新出土資料が語るいにしえの中国』

（中国出土資料学会編、東方選書 46、東方書店、2014年 6月）
を出版いたしました。

本書は、中国出土資料学会 2013 年度活動計画に基づき、大学新入生や高校生のような
若い世代が気軽に手に取り、中国出土資料への興味関心を抱きうるような書籍を目指し

て編纂されました。この出版事業は、中国出土資料に対する研究成果をひろく社会に還

元すること、及びその利益の一部を若手研究者育成のために設けた「中国出土資料学会

賞」の基金確立に資すること、を目的としています。

この目的を少しでも満足いくように達成するためにも、会員の皆様には、積極的なお

買い上げと周囲へのお薦めを、何卒よろしくお願い申し上げます。

○事務局より

・払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご入金下さ
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い。

口座番号：00180-5-13124
受取人：中国出土資料学会

なお会費は、

通常会員・準会員 年額４０００円

学生会員・海外会員 年額２０００円

です。

・住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１

東京大学文学部 大西研究室

中国出土資料学会（事務局）


